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２ ０ ２ ０ 年 １ １ 月 １ ８ 日  

パ ナ ソ ニ ッ ク 株 式 会 社  

E q u i n o r  

H y d r o  

 

パナソニックとノ ルウェー企業のエクイノ ール、ハイドロは、 

欧州における電池事業の可能性評価のための覚書に署名 
 

パ ナ ソ ニ ッ ク 株 式 会 社 （ 以 下 、 パ ナ ソ ニ ッ ク ） と 、 ノ ル ウ ェ ー 企 業 の エ ク イ ノ ー

ル （ E q u i n o r ） 、 ハ イ ド ロ （ H y d r o ） は 、 欧 州 電 池 市 場 に お け る 持 続 可 能 で コ ス

ト 競 争 力 の あ る 事 業 展 開 の 実 現 可 能 性 を 評 価 す る た め の 戦 略 的 な パ ー ト ナ

ー シ ッ プ に 関 す る 覚 書 （ M o U ） に 署 名 し ま し た 。  

 

３ 社 は 、 ２ ０ ２ １ 年 夏 に 向 け て 、 欧 州 の リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 市 場 を 合 同 で 調 査

し 、 ノ ル ウ ェ ー に お け る 環 境 に 優 し い 電 池 事 業 の ビ ジ ネ ス モ デ ル を 成 熟 さ せ

ま す 。 ３ 社 は 、 パ ナ ソ ニ ッ ク の 先 端 技 術 を 活 用 す る 考 え で 、 欧 州 市 場 で 電 気

自 動 車 向 け や そ の 他 用 途 の 市 場 を 対 象 に 調 査 を 行 う 予 定 で す 。 ま た 、 サ プ ラ

イ チ ェ ー ン の パ ー ト ナ ー や 電 池 の バ リ ュ ー チ ェ ー ン に 関 し て 、 総 合 的 に 分 析

も 行 う 予 定 で す 。 こ の 初 期 の 調 査 結 果 に 基 づ い て 、 今 後 の 決 定 を 行 い ま す 。  

 

パ ナ ソ ニ ッ ク は 、 欧 州 で リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 事 業 を 拡 大 す る 方 針 で あ り 、 今

回 の 提 携 が 欧 州 に お け る 将 来 の 発 展 と 成 長 の 基 盤 に な る と 考 え て い ま す 。  

パ ナ ソ ニ ッ ク  代 表 取 締 役  副 社 長 執 行 役 員 の 佐 藤 基 嗣 は 、 「 革 新 的 な テ ク

ノ ロ ジ ー 企 業 で リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 の リ ー デ ィ ン グ カ ン パ ニ ー で あ る パ ナ ソ ニ

ッ ク と 、 強 力 な グ ロ ー バ ル 企 業 で あ り 豊 富 な 事 業 経 験 を 有 す る エ ク イ ノ ー ル と

ハ イ ド ロ と の パ ー ト ナ ー シ ッ プ は 、 ノ ル ウ ェ ー に お い て 、 強 固 で 持 続 可 能 な 電

池 事 業 へ の 道 を ひ ら く 可 能 性 を 秘 め て い ま す 。 パ ナ ソ ニ ッ ク は 自 動 車 産 業 に

お い て 、 過 去 ２ つ の 大 変 革 を 牽 引 し て き ま し た 。 １ つ 目 は ハ イ ブ リ ッ ド 車 向 け 、

２ つ 目 は 複 数 の 世 代 の 電 動 車 向 け の 動 力 の 供 給 で す 。 我 々 は 、 こ の 取 り 組

み に 参 加 し 、 高 度 で 持 続 可 能 な 技 術 の 提 供 と サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 構 築 を 行 う

こ と に よ り 、 リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 の お 客 様 の ニ ー ズ に お 応 え し 、 欧 州 地 域 に

お け る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 取 り 組 み を 支 え る こ と が で き る こ と を 大 変 嬉 し く

思 っ て お り ま す 。 」 と 述 べ て い ま す 。  

 

エ ク イ ノ ー ル  グ ロ ー バ ル 戦 略 お よ び 事 業 開 発 担 当  エ グ ゼ ク テ ィ ブ ・ バ イ ス

プ レ ジ デ ン ト の ア ル ・ ク ッ ク （ A l  C o o k ） 氏 は 、 「 当 社 は 、 エ ネ ル ギ ー 転 換 の リ

ー ダ ー を 目 指 し て い ま す 。 こ の 世 界 で 一 流 の 電 池 の パ ー ト ナ ー シ ッ プ は 、 エ

ク イ ノ ー ル の 幅 広 い エ ネ ル ギ ー 会 社 に な る と い う 狙 い を 体 現 し て い ま す 。

我 々 は 、 ネ ッ ト ・ ゼ ロ ・ エ ミ ッ シ ョ ン の エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム を 構 築 す る 上 で 、 蓄

電 池 は 、 ま す ま す 重 要 な 役 割 を 果 た す と 信 じ て い ま す 。 様 々 な エ ネ ル ギ ー 分
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野 で の 経 験 を も と に 、 我 々 は 、 収 益 性 が 高 く 、 拡 張 性 が あ り 、 持 続 可 能 な 電

池 事 業 の 創 出 を 目 指 し て い ま す 。 」 と 述 べ て い ま す 。  

 

ハ イ ド ロ  エ ネ ル ギ ー ・ 企 業 開 発 担 当  エ グ ゼ ク テ ィ ブ ・ バ イ ス プ レ ジ デ ン ト の

ア ー ヴ ィ ッ ド ・ モ ス （ A r v i d  M o s s ） 氏 は 、 「 我 々 は 、 世 界 で 一 番 の 課 題 で あ る

気 候 変 動 に 対 し て 、 バ ッ テ リ ー 製 造 が 急 速 に 成 長 す る こ と を 期 待 し て い ま す 。

ハ イ ド ロ の 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー と 加 工 産 業 の 融 合 は 、 バ ッ テ リ ー 業 界 で の 可

能 性 を 検 討 す る パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 強 固 な 基 礎 と な っ て い ま す 。 ノ ル ウ ェ ー は 、

ヨ ー ロ ッ パ 市 場 に 地 理 的 に 近 く 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の ベ ー ス が あ り 、 強 い

足 が か り が あ り ま す 。 パ ナ ソ ニ ッ ク 、 エ ク イ ノ ー ル 、 ハ イ ド ロ が 総 合 力 を 発 揮

す る こ と は 、 ノ ル ウ ェ ー に お け る 収 益 性 の 高 い 持 続 可 能 な 電 池 事 業 を 検 討 す

る た め の 魅 力 的 な ス タ ー ト ポ イ ン ト に な る 可 能 性 を 秘 め て い ま す 。 」 と 述 べ て

い ま す 。  

 

欧 州 が ２ ０ ５ ０ 年 ま で に ネ ッ ト ・ ゼ ロ ・ エ ミ ッ シ ョ ン （ 実 質 排 出 量 ゼ ロ ） へ 移 行 す

る た め に は 、 電 化 が 不 可 欠 で す 。 特 に 電 化 へ の 需 要 が 急 速 に 高 ま っ て い る

交 通 の 分 野 で は 、 電 池 が 重 要 な 役 割 を 果 た す と 思 わ れ て い ま す 。  

 

最 初 に 、 ３ 社 は 、 欧 州 の 自 動 車 産 業 お よ び 非 自 動 車 産 業 の 潜 在 的 な 顧 客 に

直 接 ア プ ロ ー チ し 、 ノ ル ウ ェ ー や E U の 関 係 当 局 と 競 争 力 の 確 保 の た め に 会

話 を 開 始 し ま す 。 こ の 初 期 の 調 査 結 果 は 、 ２ ０ ２ １ 年 半 ば 頃 に 出 る こ と に な っ

て い ま す 。  

 

【 エ ク イ ノ ー ル に つ い て 】  

エ ク イ ノ ー ル は 、 幅 広 い 分 野 の エ ネ ル ギ ー を 扱 う 長 い 歴 史 を 持 つ 企 業 で す 。

社 員 数 は ２ 万 １ ０ ０ ０ 人 、 世 界 ３ ０ か 国 以 上 で 石 油 、 ガ ス 、 風 力 、 太 陽 光 エ ネ

ル ギ ー の 開 発 事 業 を 行 っ て い ま す 。 ノ ル ウ ェ ー 最 大 の オ ペ レ ー タ ー で あ る エ

ク イ ノ ー ル は 、 国 際 的 な オ フ シ ョ ア オ ペ レ ー タ ー で も あ り 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ

ー 分 野 に お い て も 成 長 を 続 け て い ま す 。 安 全 、 平 等 、 持 続 可 能 性 を 基 本 理 念

と し て 、 エ ネ ル ギ ー の 未 来 を 形 作 る た め 努 力 を 重 ね て い ま す 。  

 

【 ハ イ ド ロ に つ い て 】  

ノ ル ウ ェ ー に 本 拠 を 置 き 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 、 テ ク ノ ロ ジ ー 、 イ ノ ベ ー シ ョ

ン に 関 し て １ ０ ０ 年 以 上 の 経 験 を 有 す る ハ イ ド ロ は 、 革 新 的 な ア ル ミ ニ ウ ム ソ

リ ュ ー シ ョ ン に よ り 持 続 可 能 な 未 来 を 形 成 す る こ と で 、 顧 客 や 地 域 社 会 の 存

続 可 能 性 を 高 め よ う と 努 め て い ま す 。 ハ イ ド ロ の 目 的 は 、 天 然 資 源 を 革 新 的

か つ 効 率 的 な 方 法 で 製 品 や ソ リ ュ ー シ ョ ン に 発 展 さ せ る こ と で 、 よ り 存 続 性 の

高 い 社 会 を 創 り あ げ る こ と で す 。  

 

以 上  


